
知って得して、見て得して、町の歴史知って得して、見て得して、町の歴史

抽
選
で 

5
名
様
（
近
江
八
幡
観
光
ス
ポ
ッ
ト
葦
は
が
き
セ
ッ
ト
）

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
○
○
寺
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

葦
は
が
き
セ
ッ
ト
を
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。
（
応
募
締
切
は
5
月
５
日
）

川原町
為心町
北之庄町
中村町
出 町

K . Yさん
O.K さん
Y.Mさん
S.T さん
S.H さん

個人情報の為、イニシャルで
表記させて頂きました

おめでとうございます！
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答
え…

 

13
郷  

で
し
た

近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」（
と
よ
と
み 
ひ
で
つ
ぐ
）

　永
禄
十一年
（
1
5
6
8
）
豊
臣
秀
吉
の
姉
と
も
の
長
男
と
し
て

尾
張
の
国
大
高
村
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
『
木
下
治
兵
衛
』
は

10
歳
の
時
に
宮
部
継
潤
の
養
子
『
宮
部
吉
継
』
と
な
り
、
12
歳
の
時
に
は
三
好
康
長
の
養
嗣

子
『
三
好
孫
七
浪
信
吉
」
と
な
り
、
秀
吉
の
戦
略
の
中
で
人
質
の
様
な
形
で
養
子
に
出
さ
れ

ま
し
た
。
秀
吉
が
ま
だ
織
田
信
長
の
家
臣
で
あ
っ
た
頃
で
す
。
信
長
が
足
利
義
昭
を
第
十
五

代
将
軍
に
立
て
て
京
都
に
上
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
近
江
の
佐
々
木
六
角
は
滅
び
、
羽
柴
秀

吉
が
長
浜
城
主
に
な
り
、
織
田
信
長
が
安
土
城
を
築
き
ま
し
た
。

　天
正
九
年
（
1
5
8
1
）
14
歳
の
時
、
子
供
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
叔
父
秀
吉
の
養
子
と
な

り
『
羽
柴
孫
七
郎
秀
次
』
と
改
名
し
ま
し
た
。

　秀
吉
は
天
正
十
年
（
1
5
8
2
）
織
田
信
長
が
本
能
寺
の
変
で
明
智
光
秀
に
殺
害
さ
れ

る
と
、
い
ち
早
く
光
秀
を
討
ち
、
天
下
取
り
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
秀
次
は
秀
吉
に
従
い
安

土
城
に
入
り
ま
し
た
。
秀
吉
が
政
権
を
握
り
、
秀
次
は
片
腕
の
一
人
と
な
っ
て
数
々
の
戦
場

に
赴
き
ま
し
た
。

　天
正
十一年
（
1
5
8
3
）
秀
次
16
歳
一
月
伊
勢
の
滝
川
一
益
を
攻
め
ま
し
た
。
四
月
賤
ヶ

岳
で
柴
田
勝
家
と
戦
い
、
八
月
河
内
北
山
二
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　天
正
十
二
年
（
1
5
8
4
）
秀
次
17
歳
四
月
尾
張
長
久
手
で
徳
川
軍
に
惨
敗
し
岐
阜
城

に
謹
慎
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　天
正
十
三
年
（
1
5
8
5
）
秀
次
18
歳
三
月
紀
州
根
来
を
攻
め
ま
す
。
五
月
四
国
長
宗

我
部
元
親
を
攻
め
、
副
大
将
と
し
て
出
陣
し
ま
す
。
七
月
秀
吉
が
関
白
に
な
り
ま
す
。
八

月
長
宗
我
部
元
親
が
降
伏
を
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
秀
次
は
各
大
名
と
共
に
領
土
が
与
え

ら
れ
、
そ
れ
が
近
江
の
国
で
し
た
。
蒲
生
、
神
崎
、
野
洲
の
三
郡
と
大
和
国
一
部
で
４３
万
石

を
与
え
ら
れ
近
江
八
幡
に
入
り
、
十
月
八
幡
山
城
の
城
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。
九
月
に
は
秀

吉
の
大
阪
城
が
完
成
し
ま
し
た
。

　天
正
十
四
年
（
1
5
8
6
）

秀
次
19
歳
池
田
恒
興
の
娘
と
結

婚
し
ま
し
た
。『
八
幡
山
下
町

十
三
カ
条
掟
書
』
を
出
し
ま
し

た
。　天

正
十
五
年
（
1
5
8
7
）

秀
次
20
歳
三
月
島
津
義
久
を
討

ち
に
九
州
へ
向
い
、
降
伏
さ
せ

ま
し
た
。
七
月
に
は
京
都
聚
楽

第
が
完
成
し
ま
し
た
。
八
月
八

幡
山
下
町
が
完
成
し
ま
し
た
。（
次
号
つ
づ
く
）

と
も

 （
瑞
龍
院
日
秀
）

大
政
大
臣
　太
閤

秀
吉

 （
正
室
北
政
所
ね
丶
）

大
和
大
納
言

秀
長

旭
姫
（
徳
川
家
康
妻
）

左
大
臣
　関
白

秀
次

 

（
秀
吉
の
養
嗣
子
）

丹
波
少
将

秀
勝

 

（
秀
吉
の
養
子
）

大
和
中
納
言

秀
保

 

（
秀
長
の
養
嗣
子
）

鶴
松

 

（
生
母
　淀
殿
茶
々
）

娘  

二
人

秀
頼

 

（
生
母
　淀
殿
茶
々
）

大
政
所

  

　夫
　三
好
武
蔵
守
吉
房

　
　
　
　（一
路
常
閑
）

　

            

秀
次
公
は
強
制
的
に
秀
吉
公
に
出
家
さ
せ
ら
れ
高
野
山
○
○

寺
に
蟄
居
と
な
っ
た
後
に
切
腹
と
な
っ
た
お
寺
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

自
害
し
た
処
は
『
秀
次
の
間
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
選
者
の
発
表

前
回
の

ク
イ
ズ

大政所

祝 

結
婚
式

祝 

勲
章
受
賞

お
子
様
か
ら
ご
両
親
様
へ

「
お
舟
の
金
婚
式
」を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
？

祝 

金
婚
式

養
嗣
子
▽
後
継
者
が
な
く
家
督
を 

継
ぐ
も
の
、す
な
わ
ち「
嗣
子
」を
養
子
と
し
て
迎
え
た
場
合

    

八
幡
堀
で
御
祝
を
さ
れ
る
方
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
賜
り
ま
す
。  

有
限
会
社
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（
0
7
4
8
・
3
3
・
2
9
1
4
）

郷土料理

〒523-0871　近江八幡市新町1丁目8 
営業時間／11：00～14：30 
定 休 日／水曜日　℡ 0748-32-2045

    

八
幡
堀
で
御
祝
を
さ
れ
る
方
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
賜
り
ま
す
。  

有
限
会
社
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（
0
7
4
8
・
3
3
・
2
9
1
4

八
幡
堀
で
の
祝
儀
を
し
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

金
婚
式
の
方
大
募
集
中
！
（
抽
選
で
一
組
様
祝
舟
を
出
し
ま
す

）

家
族
で
の
祝
宴
を
ご
希
望
の
方
は
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�︵
京
料
理 

宮
前
様
・
郷
土
料
理 

喜
兵
衛
様
︶

お
舟
で
各
店
舗
前
ま
で
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�︵
日
程
は
要
相
談
︶

郷土の素材を使った 祝儀料理 各種宴会を承ります
（詳細はお問合せください）

祝 

結
婚
式

祝
七
五
三

【 

応
募
方
法 

】
（
応
募
締
切
は
5
月
末
日
）

宛
先
、
方
法
は
上
記
同
様
、
左
記
の
項
目
を
ご
記

入
の
上
『
金
婚
式
係
』
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。

◆ 

金
婚
式
の
日
時
と
お
名
前    

◆ 

ご
住
所

◆ 

年
齢

　◆ 

応
募
さ
れ
た
方
の
連
絡
先

　（住
所
・
電
話
／
メ
ー
ル
等
）※

個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

◆
応
募
の
方
10
組
に
、
金
婚
式
の
日
付
と
お
名
前
の
入
っ
た
引
札
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

【
10
組
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
て
決
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
】

婚
礼
引
札

※

当
日
撮
影
の
映
像
・
画
像
は
（
有
）
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
に

     

帰
属
致
し
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

（11）



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版
KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版瓦版京都新聞ファミリー 瓦版

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版 トマト倶楽部

お誕生日・記念日 花束プレゼント（5月の方）  3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　  10名様

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

※必ずお誕生日を明記下さい

ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
入
の
上
、

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

締
切
は
花
束
、4
月
30
日
迄　

 

発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等
は
5
月
５
日
迄　
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊岩合光昭の世界ネコ歩き写真展　大丸京都店  5月９日迄
＊かざり「信仰と祭りのエネルギー」MIHO MUSEUM  5 月 15日迄
＊伝統と革新 日本陶芸の今　陶芸の森陶芸館   6月12日迄 
＊時と風景 未来をつなぐコレクション滋賀県立近代美術館   6 月 26日迄
＊２０１６年  プロ野球手帳

＊京都芸大 美を語る　スクラップブック
＊なんでもスクラップ帳           　　　　             
＊京都新聞オリジナル  トートバック白

10 名様
20 名様
20 名様
30 名様
20名様
20 名様
10 名様
50 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

滋賀県近江八幡市出町429-3
   （ひむれ乳児保育所さん向い） 
TEL/FAX      0748-33-6320 
営業時間 　9：00～19：00 
定   休   日 　日曜日
駐  車  場　  3台 

Du levain（デュ・ルヴァン） 

パートさん募集中！
営業   Lunch  11：30〜14：00 （L.O 15:00close）

　       Dinner 18：00〜22：00 （L.O）

定休日：日曜日 / 隔週月曜日
駐車場：有 ランチボックスやオードブルを予約賜ります。 詳細はお問合せください

営業   Lunch  11：30〜14：00 （L.O 15:00close

　       Dinner 18：00〜22：00 （L.O）

定休日：日曜日 / 隔週月曜日

DA KOJIだこーじ▶おまかせコース【3,500円～】DA KOJIだこーじ▶おまかせコース【3,500円～】

いらっしゃいませ！「DA KOJI」です
居心地の良い店内で味わうイタリアン
なんといっても、生ハムがオススメです！
すべての食材にこだわり、さまざまな
美味しさをご提供いたします。

Lunch ￥1,650～
Dinner

グラスワイン500円～

本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店

TEL/FAX 0748-47-8282

近江八幡市桜宮町 206-14

焼きたてのパンはいかがですか！

近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504
焼きたてのパンはいかがですか焼きたてのパンはいかがですか！焼きたてのパンはいかがですか！

Du levain
１日３回、焼き立てでお待ちしております。

15:00close）

おまかせコース【3,500円～】おまかせコース【3,500円～】おまかせコース【3,500円～】

本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店本場イタリアンの香り漂うオシャレな店

１日３回、焼き立てでお待ちしております。１日３回、焼き立てでお待ちしております。

　人気 No.1 の 「山食」は生地が上に伸びるため
気泡が大きく、やわらかさと軽さが出てきます。
粉本来のうまみが味わい深く、ふんわりと軽い焼き
上がりでコーティングのバターがいっそう風味を引き
立てています。

　人気 No.1 の 「山食」は生地が上に伸びるため
気泡が大きく、やわらかさと軽さが出てきます。
粉本来のうまみが味わい深く、ふんわりと軽い焼き
上がりでコーティングのバターがいっそう風味を引き
立てています。

店頭には人気のフランスパン、食パン、定番の

食事パン、大好評のベーグル、時期限定の季節の

デニッシュなどいろんなおいしさ満載です。

中には、あっという間に売り切れのパンもあります。

焼きたてパンのいい香りがいっぱい！

店頭には人気のフランスパン、食パン、定番の

食事パン、大好評のベーグル、時期限定の季節の

デニッシュなどいろんなおいしさ満載です。

中には、あっという間に売り切れのパンもあります。

焼きたてパンのいい香りがいっぱい！

￥3,500～

村雲御所瑞龍寺
近江八幡の開町の豊臣秀次公の
生母日秀尼公が開いた。秀次公
が居城を築いた八幡山上
にあり、春は八重桜、秋
は紅葉で彩られた美しい
眺望を楽しめる。

ヴォーリズ記念館
明治三十八年に来日し、その後教
育・医療・建築などに活躍したW・
M・ヴォーリズ。彼の住居であった
この建物は大切に保存され、その
たたずまいを今もとどめている。

白雲館
明治十年に八幡東小学校
として建築された。役場、
電話局などに使用された
後、保存修理が行われ現
在もその美しい姿はその
ままに再生されて、観光
案内所である。

日牟礼八幡宮 
江戸時代から八幡商人に厚く信仰され、
西村太郎右衛門奉納の「安南渡海船額」
がおさめられている。
勇壮な春のまつり「左義長まつり」や
「八幡まつり」などが境内で行われる。

かわらミュージアム 
天平時代からの伝統「八幡瓦」の
魅力を伝えている。白壁と黒の木

目のコントラストが八幡堀
に映える個性的な地域博
物館である。

八幡堀
秀次公によって開かれた八幡堀
は、かつては運河として、また
八幡商人にとって商いをする上
で大きな役割を果たしていた。
四季の花々や水面に映る白壁の
風景は今も昔も人々の心を魅了
してやまない。

水 郷
琵琶湖八景の一つにかぞえら
れ、葦と水面が心なごむ風景を
つくり出している。
詩情豊かな四季の表情にかいつ
ぶりやミヅドリが戯れ、見ている
だけでも心地よい。

長命寺
国の重要文化財にも指定
されている本堂・三重
塔・鐘楼など重厚な堂宇
が建ち並び、檜皮葺きの
屋根の優美な曲線が重な
りあう様が美しい。

新町通り
国の重要伝統的建造
物保存地域。江戸時
代末期から明治にか
けて建築された商家
が残る町なみ。

ゆったりと手漕ぎ和船で
八幡堀めぐり こちらもご覧ください→ www.hachimanbori.com/

ひむれの里茶会
５月５日（木） 10時～12時
場所 ：旧西川家住宅（市立資料館）

一般客は先着 100名
一席  500円

（西川家入館料込み）

ファッションと
麗人画のコラボ展
4月29日（金） ～ 5月1日（日） 
場所 ：白雲館２階
入場無料

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子


